
佐
賀
県
が
県
立
高
校
全
新
入
生
に

購
入
さ
せ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、
機
器

の
脆
弱
性
、
通
信
障
害
な
ど
ト
ラ
ブ

ル
続
き
で
、
機
種
を
変
更
。
こ
れ
は
、

偶
然
に
も
荒
川
区
で
小
中
学
校
に
配

備
し
た
も
の
と
同
機
種
で
し
た
。

年
約
８
億
円
か
け
た
タ
ブ
レ
ッ
ト

パ
ソ
コ
ン
導
入
に
つ
い
て
教
育
効
果

と
と
も
に
機
器
関
連
の
問
題
も
明
ら

か
に
す
べ
き
で
す
。
機
器
ト
ラ
ブ
ル

は
、
授
業
中
断
な

ど
引
き
起
こ
し
ま

す
。
各
学
校
配
置

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

も
今
年
９
月
か
ら

30
校
に
４
人
に
削

減
。
導
入
一
年
間
の
ト
ラ
ブ
ル
件

数
と
内
容
に
つ
い
て
区
の
認
識
を

た
だ
し
ま
し
た
。
し
か
し
区
は
、

電
話
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
件
数
と
内

容
を
あ
げ
て
「
少
な
い
」
「
軽
微

な
も
の
」
な
ど
と
答
弁
。
し
か
し

１
年
間
常
駐
し
て
い
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支

援
員
が
対
応
し
た
ケ
ー
ス
は
い
っ

さ
い
触
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
こ
の
導
入
に
あ
た
っ
て

こ
れ
ま
で
２
０
１
４
年
度
だ
け
で

過
去
リ
ー
ス
契
約
し
て
い
た
パ
ソ

コ
ン
教
室
の
リ
ー
ス
代
約
９
５
０

０
万
円
を
ム
ダ
に
し
て
お
り
、
予

算
執
行
の
あ
り
方
と
し
て
も
き
び

し
く
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

２０１５年 １０月号外 発行 日本共産党荒川区議会区議団

区議団控室 TEL ３８０２－４６２７ FAX ３８０６－９２４６

E-mail:arajcp@tcn-catv.ne.jp

☆町屋相談室 荒川区町屋５－３－５ ℡３８９５－０５０４

E-mail:yoko1951@aol.jp

海
外
で
戦
争
す
る
た
め
の
法
整

備
は
、
大
増
税
と
社
会
保
障
削
減
、

軍
拡
と
一
体
に
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
来
年
度
の
防
衛
省
の
概
算
要

求
は
、
海
外
で
の
軍
事
行
動
に
対

応
す
る
防
衛
装
備
品
の
購
入
が
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
オ
ス
プ
レ
イ

12
機
１
３
２
１
億
円
、
水
陸
両
用

車
11
両
74
億
円
、
イ
ー
ジ
ス
艦
１

隻
１
６
７
５
億
円
、
空
輸
可
能
な

戦
闘
車
両
36
両
２
５
９
億
円
、
航

続
距
離
が
飛
躍
的
に
伸
び
た
Ｃ
12

輸
送
機
１
機
２
２
９
億
円
は
じ
め

過
去
最
大
の
５
兆
９
１
１
億
円
。

安
倍
内
閣
は
、
景
気
に
関
係
な

く
２
０
１
７
年
に
消
費
税
10
％
増

税
、
ま
た
「
新
骨
太
方
針
」
で
社

会
保
障
削
減
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
の

産
業
化
な
ど
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

消
費
税
大
増
税

と
社
会
保
障
削
減

に
よ
る
国
民
生
活

の
破
壊
に
反
対
し
、

国
民
、
住
民
の
暮

ら
し
を
守
る
た
め
、

ど
う
荒
川
区
政
を

進
め
て
い
く
の
か
大
き
く
問
わ
れ

て
い
ま
す
。
横
山
区
議
は
、
安
保

法
制
が
立
憲
主
義
・
法
治
主
義
に

反
し
法
治
国
家
を
破
壊
す
る
暴
挙

で
あ
り
区
長
と
し
て
反
対
す
る
こ

と
、
ま
た
安
倍
政
権
の
社
会
保
障

削
減
か
ら
区
民
の
く
ら
し
を
守
る

区
政
運
営
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し

た
。
し
か
し
区
長
は
答
弁
に
立
た

ず
、
担
当
部
長
が
事
実
上
安
倍
政

権
の
政
策
追
認
の
姿
勢
を
示
し
ま

し
た
。

☆
荒
川
区
議
会
９
月
会
議
で
、
横
山
幸
次
区
議
は
、
共
産

党
区
議
団
を
代
表
し
て
、
違
憲
の
立
法
へ
の
態
度
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
区
政
実
現
な
ど
質
問
を
行
い

ま
し
た
。
質
問
要
旨
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

マイナンバー（個人番号）は、10月5日の住民票に基

づき付番され、その後、通知カード（下画像）が11月

末までに順次発送されます。しかし、実際使われるの

は、来年１月からです。一体何に使うのでしょうか。

政府は、「社会保障、税、災害対策」で使うといって

きました。しかし法施行前に法律を改定し、銀行預金

や特定健診情報などにも利用範囲を拡大しました。

最初から個人情報漏洩や犯罪利用の危険性が指摘！

個人番号によって様々な個人情報につなぐことがで

きるようになります。個人情報の流出や他人の個人番

号を盗みなりすましなどの犯

罪への懸念もあります。個人

番号の管理は、くれぐれも厳

重にしてください。

☆西川区長が「立憲主義が今回の(集団的自衛権

行使容認の)閣議決定でおかされたとは思わない」

と答弁 これは、９月25日決

算特別委での共産党の総括質疑

で「戦争法反対の態度表明」を

求めたことへの答弁です。

☆年金・雇用保険・医療保険の手続、生活保護・児童手当

その他福祉の給付、確定申告などの税の手続などで、申請

書等にマイナンバーの記載を求められる

質問する横山区議



保育園 人件費比率 運営法人
Ａ保育園 87 .8% 社福
Ｂ保育園 86 .2% 社福
Ｃ保育園 82 .7% 社福
Ｄ保育園 72 .8% 社福
Ｅ保育園 65 .7% （株 ）
Ｆ保育園 84 .6% 社福
Ｇ保育園 76 .7% 社福
Ｈ保育園 84 .2% 社福
Ｉ保育園 82 .9% 社福

Ｊ保育園 82 .8% 社福
Ｋ保育園 82 .4% 社福
Ｌ保育園 83 .9% 社福
Ｍ保育園 78 .2% 社福
Ｎ保育園 76 .6% 社福
Ｏ保育園 82 .3% 社福
Ｐ保育園 70 .9% 公財
Ｑ保育園 71 .4% （株 ）
Ｒ保育園 66 .9% 社福
Ｓ保育園 48 .0% 学法
Ｔ保育園 51 .4% （株 ）
Ｕ保育園 59 .5% （株 ）

公
設
民
営
認
可
保
育
園

私
立
認
可
保
育
園

（注 ）社福＝社会福祉法人、（株 ）＝
カギ式会社、学法＝学校法人、公財
＝公益財団法人

公 設民 営 ・私 立 認可 保育 園
運 営費 に占 め る 人件 費比 率
　 　 　 （２ ０ １ ４年 度 決算 ）

事業名 人件費比率
保育事業 72.3%
介護保険事業 64.5%
老人福祉事業 53.0%
障害者福祉事業 62.3%

社会福祉法人の
　　　事業別人件費比率

※独立行政法人福祉医療機構
　　２０１３年度資料より作成

待
機
児
童
解
消
に
引
き
続
き

認
可
保
育
園
増
設
が
必
要
で
す
。

同
時
に
、
保
育
の
質
の
確
保

も
大
き
な
課
題
。
厚
生
労
働
省

は
、
こ
の
10
年
間
、
保
育
中
の

事
故
で
死
亡
し
た
子
ど
も
が
１

６
３
人
と
発
表
（
左
表
）
。
改

め
て
保
育
と
は
何
か
を
問
い
か

け
て
い
ま
す
。
安
倍
政
権
の

「
待
機
児
童
解
消
加
速
化
プ
ラ

ン
」
は
、
２
０
１
７
年
度
末
ま

で
に
営
利
企
業
の
参
入
を
促
進

し
、
40
万
人
の
保
育
の
受
け
皿

を
つ
く
る
と
し
て
い
ま
す
。
保

育
は
、
労
働
集
約
的
職
種
で
人

件
費
比
率
が
高
く
な
り
ま
す

（
左
表
）
。
参
入
企
業
が
利
益

を
出
す
た
め
に
は
、
保
育
士
の

給
料
圧
縮
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

区
内
の
私
立
や
指
定
管
理
の

認
可
保
育
園
に
は
人
件
費
比
率

が
４
〜
５
割
台
の
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
（
左
表
）
。
認
可
保
育

園
の
運
営
費
は
、
税
金
と
保
育

料
で
す
。
運
営
費
の
人
件
費
比

率
も
80
％
程
度
で
積
算
。
区
は
、

区
立
保
育
園
を
指
定
管
理
に
す

る
際
、
園
長
が
７
年
、
各
ク
ラ

ス
の
保
育
士
１
人
が
３
年
以
上

を
基
準
に
し
て
い
ま
す
。
経
験

と
専
門
知
識
を
有
し
た
保
育
士

が
バ
ラ
ン
ス
良
く
配
置
さ
れ
て

こ
そ
保
育
の
質
が
保
障
さ
れ
ま

す
。
人
件
費
抑
制
で
保
育
士
の

労
働
条
件
が
悪
化
す
れ
ば
、
結

局
保
育
の
質
に
か
か
わ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
①
保
育
の
質
と
安

定
的
運
営
を
確
保
す
る
シ
ス
テ

ム
を
区
と
し
て
つ
く
り
、
人
件

費
比
率
の
基
準
を
明
ら
か
に
す

る
②
認
可
保
育
園
の
定
員
弾
力

化
の
解
消
を
計
画
的
に
進
め
る

と
と
も
に
、
園
庭
な
ど
の
代
替

え
施
設
整
備
を
区
と
し
て
も
推

進
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

都監察医務院は毎年７～９月、23区内で熱中症の疑

いで死亡した人を集計。今年は７月31日～８月７日に

８日連続で猛暑日。９月３日までに101人が亡くなり、

過去三番目の多さに達しました（最多は2010年の210）。

室内での死亡93人うち35人が部屋にエアコンがなく、

49人はエアコンはあっても使っていませんでした。

その背景に、生活苦や地域との関わりが薄い人が犠

牲になっているようです。生活困窮者は、エアコンを

設置しなかったり、電気代を気にして使わなかった実

態が浮き彫りになりました。生活保護の夏期手当や一

定所得以下へ

の電気代補助

など福祉施策

の拡充が必要

ではないでしょ

うか。

今
回
掲
載
し
た
以
外
の
主
な
質
問
内
容

▽
誰
も
が
安
心
の
老
後
を

①
要
支
援
へ
の
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
引
き
続
き
実
施
。

②
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢

者
人
口
３
０
０
０
人
程
度
で
一
カ
所
に

③
高
齢
者
福
祉
課
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

増
員
。

▽
命
守
る
福
祉
・
防
災
ま
ち
づ
く
り
へ

①
細
か
い
地
域
単
位
の
防
災
計
画
を
。

②
日
常
生
活
圏
ニ
ー
ズ
調
査
な
ど
活
用

し
て
災
害
時
の
要
援
護
者
把
握
と
対
策

を
具
体
化
。

▽
子
ど
も
の
貧
困
に
立
ち
向
か
う

①
学
習
や
食
事
支
援
な
ど
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
を
熊
野
前
ひ
ろ
ば
館
な
ど

直
営
施
設
を
使
い
、
職
員
も
配
置
し
て

区
と
し
て
同
様
の
事
業
を
実
施
。

高
齢
者
の
深
刻
な
実
態
が
「
下

流
老
人
」
「
老
後
破
産
」
な
ど
マ

ス
コ
ミ
や
専
門
家
か
ら
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
介

護
保
険
で
は
、
施
設
入
所
者
の
補

足
給
付
に
資
産
要
件
導
入
、
一
定

収
入
以
上
の
方
の
利
用
料
２
割
負

担
に
引
き
上
げ
。
こ
れ
ら
が
介
護

サ
ー
ビ
ス
抑
制
や
生
活
苦
に
つ
な

が
っ
て
い
か
な
い
か
心
配
で
す
。

介
護
保
険
の
改
善

と
と
も
に
、
老
人
福

祉
法
の
「
老
人
は
、
多

年
に
わ
た
り
社
会
の

進
展
に
寄
与
し
て
き

た
者
と
し
て
、
か
つ
、
豊
富
な
知
識

と
経
験
を
有
す
る
者
と
し
て
敬
愛

さ
れ
る
と
と
も
に
、
生
き
が
い
を
持

て
る
健
全
で
安
ら
か
な
生
活
を
保

障
さ
れ
る
」
の
基
本
理
念
に
基
づ

く
高
齢
者
福
祉
の
再
構
築
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

高
齢
者
へ
の
支
援
を
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
に
解
消
す
る
の
で
な
く
、

お
む
つ
代
補
助
の
所
得
制
限
な
ど

削
減
し
た
高
齢
者
福
祉
を
も
と
に

戻
す
と
と
も
に
、
ふ
ろ
わ
り
２
０

０
の
回
数
拡
大
な
ど
思
い
切
っ
て

区
の
独
自
福
祉
事
業
の
拡
充
を
行

う
べ
き
で
す
。


